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⑮ 研究概要
本部門 は ， 平成 3 年度 に 新設 さ れ， ま だ充分な研
究体制 は 整 っ て は い な い が， 和漢薬資源の恒久的維
持， 育成 を 図 る た め ， 薬用 生物 に 関す る 細胞工学的
研究 を 行 な う と 同 時 に ， 動植物細胞の持つ遺伝情報
を 解析 し て ， そ の 薬用 資源開発へ の応用 ， あ る い は
微生物お よ び動植物細胞 を 用 い て 生理活性物質の探
索， 和漢薬の薬効発現機構の解明 を行な う こ と を 目
指 し て い る . 現在， (1)和漢薬成分のバイ オ ト ラ ン ス
ホ ー メ イ シ ョ ン， (2)HIV の 逆転写酵素や プ ロ テ ア ー
ゼ 阻害活性 を 指標 と し た 抗エ イ ズ ウ イ ル ス 薬の 開発，
(3)天然物由来の 脂質過酸化抑制物質の 開発， (4)動物
細胞 を 用 い た バ イ オ ア ッ セ イ シ ス テ ム の 開発， (5)実
験的腎障害の誘発 と 腎障害治療薬の 開発， (6)メ サ ン
ギ ウ ム細胞の培養等 の研究 を 行 な っ て い る .
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